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初
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
 
 
 
 
 
、

 
「
初
め
に
言
（
こ
と
ば
）
が
あ
っ
た
。
言
は
神
と
共
に
あ
っ

た
。
言
は
神
で
あ
っ
た
。
こ
の
言
は
、
初
め
に
神
と
上
瓦
に
あ
っ

た
。
万
物
は
言
に
よ
っ
て
成
っ
た
。
成
っ
た
も
の
で
言
に
よ
ら

ず
に
成
っ
た
も
の
は
何
一
つ
な
か
っ
た
。
」

 
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
。
有
名
な
冒
頭
の
一
節
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
、
創
世
記
の
天
地
の
創
造
に
は
こ
う
あ
る
。

 
「
主
な
る
神
は
、
野
の
あ
ら
ゆ
る
獣
、
空
の
あ
ら
ゆ
る
鳥
を

土
で
形
づ
く
り
、
人
の
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
来
て
、
人
が
ど
う
呼

ぶ
か
見
て
お
ら
れ
た
。
人
が
呼
ぶ
と
、
そ
れ
は
す
べ
て
、
生
き

物
の
名
に
な
っ
た
。
」

 
「
万
物
は
言
に
よ
っ
．
て
成
っ
た
」
「
そ
れ
は
す
べ
て
、
生
き

物
の
名
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
人
が
周
り
に
あ
る
山
や
川
や
鳥

や
虫
た
ち
に
気
付
い
て
、
他
と
区
別
し
て
固
有
の
名
前
を
つ
け

て
や
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
存
在
を
認
め
、
意
識
す
る
。
あ
る

関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
プ
ロ
セ
ス
だ
ろ
う
。
人

間
に
と
っ
て
の
「
言
葉
」
の
始
ま
り
、
人
間
が
獲
得
し
た
最
初

の
言
葉
を
キ
リ
ス
ト
教
は
こ
う
し
た
仮
説
で
説
く
の
だ
が
、
認

識
し
た
も
の
に
言
葉
で
名
を
与
え
る
と
い
う
の
は
、
い
ま
の
言

葉
で
言
え
ば
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
起
源
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
る
。
も
の
に
名
を
与
え
る
こ
と
は
、
そ
の
も
の
を

人
が
認
識
す
る
こ
と
で
あ
り
、
認
識
と
い
う
行
為
は
、
そ
の
も

の
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
持
つ
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

 
こ
こ
で
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
持
つ
と
言
え
ば
、

お
お
よ
そ
の
意
味
は
理
解
で
き
る
。
日
本
語
と
し
て
も
、
通
用

す
る
。
だ
が
、
正
確
に
は
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

問
い
詰
め
る
と
意
外
に
難
し
い
。

 
情
報
化
社
会
と
言
わ
れ
る
現
代
、
日
本
で
も
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

久
し
い
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
こ
の
舌
を
噛
み
そ
う
な
カ
タ
カ
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ナ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
と
く
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
機
械
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
装
置
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状
態
が
加
速
し
、
「
出
来
事
と
し
て
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
人
と
人
と
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
交
流
の
場
と
し

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
う
い
う
側
面
が
非
常
に
弱
い
」

（
粉
川
哲
夫
）
、
「
も
う
少
し
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
形
を
、
（
略
）
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
械
の
両
方
を
見
渡
せ
る
場
を

作
り
た
い
」
（
鶴
見
俊
輔
）
と
い
う
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
テ

レ
ビ
や
ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
の
具
体
的
な

も
の
を
指
す
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
外
来
語
は
、
言
葉
が
指
示
す
る

対
象
に
紛
ら
わ
し
さ
は
な
い
が
、
実
体
の
見
え
な
い
観
念
的
抽

象
的
な
言
葉
の
場
合
は
A
し
ば
し
ば
そ
の
定
義
や
概
念
規
定
が

あ
い
ま
い
な
ま
ま
使
わ
れ
る
例
が
多
い
。
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
言
葉
も
そ
の
一
つ
だ
ろ
う
。
平
凡
社
大
百
科
事
典

に
よ
れ
ば
「
〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
に
ぴ
っ
た
り
相
当
す

る
日
本
語
は
な
く
、
使
わ
れ
る
文
脈
に
応
じ
て
用
語
が
選
ば
れ

る
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
使
い
分
け
が
十
分
に
で
き
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
い
う
言
葉
は
、
ど
ん
な
形
で
日
本

に
導
入
さ
れ
た
か
。
ま
ず
「
マ
ス
コ
ミ
（
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
略
）
」
と
い
う
語
が
先
行
し
た
。
 
一
般
に
は
戦
後
ま

も
な
く
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
以
前
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
（
古
く
は
質
屋
界
と
言
わ
れ
た
）
で
、
「
新
聞
雑
誌
、
ラ

ジ
オ
テ
レ
ビ
な
ど
に
よ
り
、
時
事
的
な
問
題
の
報
道
、
解
説
、

批
評
な
ど
を
伝
達
す
る
活
動
の
総
称
」
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、

テ
レ
ビ
の
普
及
に
従
っ
て
、
「
マ
ス
」
（
大
衆
、
大
量
）
を
強
調

す
る
「
マ
ス
コ
ミ
」
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
同
時
に
、
広
く

国
民
一
般
を
対
象
と
す
る
情
報
伝
達
と
い
う
意
味
合
い
と
新
聞

や
テ
レ
ビ
な
ど
の
媒
体
（
メ
デ
ィ
ア
）
そ
の
も
の
を
指
す
と
い

う
二
面
性
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
社

会
学
、
教
育
学
、
心
理
学
な
ど
の
の
分
野
で
も
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
が
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
概
念
は
、

厳
密
な
定
義
を
抜
き
に
し
て
普
及
し
始
め
た
き
ら
い
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。

 
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
が
意
味
す
る
概

念
や
意
味
は
ど
ん
な
輪
郭
で
く
く
ら
れ
る
内
容
を
持
っ
て
い
る

の
か
、
日
本
語
に
置
き
換
え
る
と
す
れ
ば
、
ど
ん
な
言
葉
が
適

当
な
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

2
 
言
葉
の
定
義

 
ま
ず
、
外
国
で
は
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
の
か
。

り
あ
え
ず
、
英
語
の
辞
書
に
よ
っ
て
、
見
て
み
よ
う
。

 
一
般
的
に
は
、
ほ
ぼ
六
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

と
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一
、
思
想
・
情
報
な
ど
の
伝
達
・
通
達
、
通
信
。
熱
・
感
情

 
 
 
な
ど
の
伝
達
、
病
気
の
伝
染
。

 
二
、
伝
達
・
交
換
さ
れ
る
情
報
。
通
信
、
文
通
・
手
紙
、
伝

 
 
 
言
。
発
表
論
文
。

 
三
、
言
葉
・
記
号
・
身
振
り
な
ど
に
よ
る
情
報
・
知
識
・
感

 
 
 
情
・
意
思
な
ど
の
交
換
過
程
。
意
思
疎
通
に
よ
る
親
密

 
 
 
な
関
係
。

 
四
、
通
信
、
交
通
、
連
絡
・
通
信
の
方
法
手
段
。

 
五
、
交
通
連
絡
の
機
関
（
道
路
、
電
信
、
電
話
、
ラ
ジ
オ
、

 
 
 
伝
令
な
ど
）
。

 
六
、
電
子
工
学
な
ど
に
よ
る
通
信
情
報
伝
達
法
。
非
言
語
的

 
 
 
な
も
の
を
含
め
た
観
念
、
態
度
、
知
識
の
伝
達
、
表
現
。

 
こ
の
ほ
か
に
、
専
門
用
語
と
し
て
、
軍
事
関
係
の
後
方
連
絡

な
ど
に
も
使
わ
れ
る
、
と
な
っ
て
い
る
。
（
研
究
社
『
新
英
和

大
辞
典
』
）

 
ち
な
み
に
、
語
源
は
ど
う
か
。
ラ
テ
ン
語
で
は
C
o
m
m
U

n
i
s
（
c
o
m
m
o
n
 
t
o
 
s
e
v
e
r
a
1
）
で

「
何
か
と
何
か
と
の
あ
い
だ
を
何
か
が
移
動
し
て
両
者
の
あ
い

だ
に
共
通
な
何
か
を
作
り
上
げ
て
い
く
活
動
、
行
為
」
だ
と
い

う
。
「
コ
モ
ン
（
魚
心
通
の
）
」
と
い
う
言
葉
通
り
、
二
つ
の
も
の

に
共
通
の
関
係
を
作
り
出
す
こ
と
だ
ろ
う
か
。
一
部
に
は
、
c

O
m
m
U
n
i
O
n
（
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
）
だ
と
も
い
う
。
聖
体

拝
受
の
意
味
か
ら
、
人
間
と
神
、
ま
た
は
人
間
の
「
合
体
」

「
結
合
」
を
意
味
す
る
説
も
あ
る
。

 
試
み
に
、
日
本
語
の
辞
書
を
引
く
と
、
「
①
社
会
生
活
を
営

む
人
間
が
互
い
に
意
思
や
感
情
、
思
考
を
伝
達
し
合
う
こ
と
。
・

言
語
、
文
字
、
身
振
り
な
ど
を
媒
介
と
し
て
行
わ
れ
る
。
②
動

物
ど
う
し
の
間
で
行
わ
れ
る
身
振
り
や
音
声
に
よ
る
情
報
伝
達
。
」

（「

蜴
ｫ
泉
」
）
と
な
っ
て
い
る
。

 
ま
た
、
前
出
の
平
凡
社
大
百
科
事
典
で
は
「
情
報
の
移
動
が

送
り
手
か
ら
受
け
手
へ
の
一
方
通
行
の
場
合
は
、
報
告
、
通
報
、

通
信
、
伝
達
で
あ
る
。
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
衆

伝
達
、
大
衆
通
報
で
、
テ
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
電
気

通
信
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
情
報
が
送
り
手
と
受
け
手
の

間
を
往
復
す
る
相
互
通
行
の
場
合
は
、
会
話
、
討
論
な
ど
で
、

そ
の
結
果
生
ま
れ
る
共
通
理
解
、
合
意
、
ふ
れ
あ
い
な
ど
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
の
形
と
考
え
ら
れ
る
。
も
の
の

．
一
方
通
行
的
移
動
は
交
通
、
輸
送
、
贈
与
で
相
互
通
行
で
は
交

易
、
売
買
、
交
換
な
ど
で
あ
る
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

 
研
究
書
を
見
る
と
、
も
っ
と
複
雑
に
な
る
。

 
 
「
も
っ
と
も
広
い
意
味
で
は
、
『
送
り
手
が
受
け
手
に
対
し

て
、
な
ん
ら
か
の
記
号
を
伝
え
る
過
程
で
あ
る
』
と
い
う
よ
う

な
概
念
が
あ
て
は
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
記
号
が
た
だ

伝
達
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
受
け
手
に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
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反
応
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
カ
ー
ル
・

ホ
ヴ
ラ
ン
ド
の
い
う
よ
う
に
、
『
一
つ
の
個
体
が
他
の
個
体
の

行
動
を
変
更
す
る
刺
激
を
伝
達
す
る
過
程
で
あ
る
」
と
も
い
い

得
る
わ
け
で
あ
る
。
」
（
生
田
正
輝
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」
）

 
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
は
日
本
で
は
一
時
、

通
信
と
か
通
報
、
伝
達
と
い
う
言
葉
に
訳
さ
れ
、
用
い
ら
れ
た

こ
と
ば
で
あ
る
が
、
定
着
せ
ず
、
今
日
で
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
に

な
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
定
義
し
よ
う
と
す
る

さ
い
、
そ
の
人
の
研
究
領
域
に
よ
っ
て
視
点
が
異
な
る
。
例
え

ば
心
理
学
者
の
定
義
の
場
合
は
社
会
学
者
の
定
義
よ
り
せ
ま
い

視
点
で
定
義
づ
け
が
行
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、

ホ
ヴ
ラ
ン
ド
は
、
送
り
手
が
受
け
手
の
行
動
を
『
変
容
』
す
る

た
め
に
言
語
シ
ン
ボ
ル
な
ど
に
よ
っ
て
刺
激
を
伝
達
す
る
過
程

を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
と
ら
え
て
い
る
。
（
略
）
こ
れ
に

対
し
て
、
社
会
学
者
の
視
点
は
幅
広
い
。
社
会
全
体
の
展
望
の

中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
定
義
づ
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
が

見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
シ
ュ
ラ
ム
や
ク
ー
リ
ー
ら
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
『
人
間
関
係
』
を
成
立
さ
せ
る
も
の
と
し
て
と

ら
え
て
い
る
。
ハ
ー
ト
レ
ー
夫
妻
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

基
本
的
『
社
会
過
程
』
（
社
会
関
係
）
と
し
て
受
け
と
め
て
い

る
。
」
（
清
水
英
夫
ほ
か
編
『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
概

論
』
）

 
ま
た
、
林
進
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
』
に
よ
れ
ば
、

F
・
E
・
X
・
ダ
ン
ス
は
一
五
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
と

い
う
。
理
解
。
相
互
行
為
、
関
係
。
不
確
実
性
の
減
少
。
プ
ロ

セ
ス
。
移
送
、
伝
達
。
連
絡
、
結
合
。
共
同
性
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

伝
送
体
、
回
路
。
記
憶
、
貯
蔵
。
識
別
反
応
。
刺
激
。
意
図
。

時
問
、
状
況
。
パ
ワ
ー
。
（
マ
ク
ウ
ェ
ー
ル
の
要
約
）

 
さ
ら
に
は
、
簡
潔
に
「
と
り
あ
え
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
『
異
質
な
存
在
の
聞
の
相
互
作
用
』
と
規
定
し
て
お
こ
う
」

（
伊
藤
守
、
小
林
直
毅
著
『
情
報
社
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
』
）
と
す
る
研
究
者
も
あ
り
、
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
辞
書
だ
け
で
も
、
非
常
に
多
義
的
に
使
用

さ
れ
、
日
本
語
で
は
全
体
を
く
く
る
単
一
の
言
葉
を
言
い
当
て

る
の
は
難
し
い
。
英
語
を
そ
の
ま
ま
使
う
の
も
止
む
を
え
な
い

の
か
も
知
れ
な
い
。

 
私
見
を
交
え
て
、
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

 
一
、
多
義
的
な
内
容
を
持
っ
た
言
葉
で
、
一
つ
に
集
約
し
に

 
 
 
く
い
。

 
二
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
で
使
わ
れ
て
お
り
、
分
野
ご
と

 
 
 
に
意
味
が
違
う
。
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三
、

四
、

五
、

六
、

七
、

八
、

一
方
通
行
型
と
相
互
通
行
型
の
二
種
類
が
あ
る
。

物
質
的
な
も
の
と
観
念
的
な
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
。

 
 
か
ら
 
 
へ
。
二
項
対
立
、
二
元
論
的
な
意
味
を

は
ら
ん
だ
表
現
で
あ
る
。

日
本
語
の
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
結
び
付
い

た
言
葉
で
意
味
を
変
え
る
。
例
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
行
為
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
用
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
な
ど
。

も
の
そ
の
も
の
の
存
在
を
指
す
よ
り
も
、
過
程
（
プ
ロ

セ
ス
）
、
機
能
、
作
用
、
相
互
関
係
な
ど
を
含
む
「
場
」

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

時
間
性
と
空
間
性
を
合
わ
せ
持
つ
。

 
こ
こ
で
は
、
五
と
七
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
本
来
、
あ
る
も
の
と
も
の
、
あ
る
人
と

人
、
あ
る
人
と
も
の
、
あ
る
い
は
あ
る
も
の
か
ら
あ
る
も
の
へ

と
い
う
、
つ
な
ぐ
も
の
や
伝
わ
る
も
の
の
二
者
を
想
定
す
る
概

念
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
二
つ
の
「
も
の
」
と
は
何
だ
ろ

う
。
 
ま
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
す
る
主
体
を
中

心
に
考
え
る
。
か
り
に
、
人
、
私
、
我
、
自
分
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
自
分
と
自
分
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
る
。

見
る
自
分
と
見
ら
れ
る
自
分
、
そ
の
間
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
行
わ
れ
る
。

 
さ
ら
に
、
人
、
私
、
自
分
を
核
と
し
て
、
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
考
え
ら
れ
る
。
周
囲
の
他
者
、
家
族
や
血
縁

の
人
、
同
じ
地
域
に
住
む
人
、
同
じ
国
、
世
界
の
他
国
の
人
、

さ
ら
に
は
き
異
な
る
宇
宙
の
異
星
人
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
も
知
れ
な
い
。
人
も
、
特
定
の
個
人
と
し
て
の
他
者
だ

け
で
は
な
く
、
集
団
、
マ
ス
と
し
て
把
握
す
る
場
合
も
あ
る
。

 
こ
う
し
た
人
間
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
環
境
、
住

む
、
着
る
、
食
べ
る
も
の
、
花
や
木
、
石
や
土
、
空
気
や
風
、

自
然
と
宇
宙
な
ど
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
神
と
い
う
概
念
と
向

か
い
合
う
こ
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
と
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
は
、
人
間
の
営
み
の
す
べ
て
、

存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
要

素
と
な
る
の
で
あ
る
。

 
強
い
て
あ
げ
れ
ば
、
物
質
の
移
動
（
交
通
）
、
英
語
で
は
ト

ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
連
し
た
も
の
と
ふ
思
想
や
感
情
、

意
思
、
知
識
な
ど
、
目
に
見
え
な
い
「
情
報
（
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
」
の
、
文
字
や
映
像
に
よ
る
移
動
、
伝
達
に
大
別
で

き
る
。
現
在
、
日
本
で
使
わ
れ
る
の
は
、
主
に
後
者
の
「
情
報

の
伝
達
」
を
指
す
場
合
は
多
い
。
「
も
の
」
の
移
動
と
「
こ
と
」

の
移
動
と
言
い
換
え
て
も
い
い
。
ま
た
、
伝
達
、
移
動
ど
い
う

一5一

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
日
本
語
表
現



コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
日
本
語
表
現

動
的
な
把
握
と
平
行
し
て
、
情
報
や
通
信
そ
の
も
の
を
指
し
た

り
、
メ
デ
ィ
ア
を
指
し
た
り
す
る
場
合
に
も
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
こ
れ
も
、
一
語
で
置
き
換
え
る
の
は
難
し
い
理
由
だ

ろ
う
。

 
一
般
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
書
の
ほ
と

ん
ど
が
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
過
程
の

モ
デ
ル
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

 
つ
ま
り
、
一
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
り
手
が
お
り
、
発
信
機

が
あ
っ
て
記
号
化
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
り
出
さ
れ
、
受
信
機

を
経
て
受
け
手
に
届
く
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ
る
。
理
論
的
に
は
、

情
報
伝
達
は
こ
う
し
た
過
程
で
始
ま
り
、
終
わ
る
わ
．
け
だ
が
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
厄
介
な
の
は
、
「
送

り
手
ー
メ
デ
ィ
ア
ー
受
け
手
」
と
い
う
行
為
と
機
能
、
過
程
、

そ
れ
に
そ
こ
で
使
わ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
行
わ

れ
る
空
間
、
磁
場
ま
で
の
す
べ
て
を
包
括
す
る
内
容
を
抱
え
込

ん
で
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

3
 
人
間
関
係

 
こ
こ
で
は
、
動
物
レ
ベ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
対

自
然
の
そ
れ
を
脇
に
お
い
て
、
人
間
の
社
会
生
活
に
限
っ
て
、

主
と
し
て
「
人
間
対
人
間
の
関
係
」
に
お
い
て
、
整
理
す
る
と
、

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

 
①
個
人
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
自
己
の
相
対
化
。

 
②
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 
即
自
と
対
自
と
な
る
。

 
③
集
団
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 
、
一
人
と
集
団
、
集
団
と

 
 
集
団
。

 
④
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
媒
体
、
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ

 
 
た
大
量
伝
達
。

 
ま
た
、
別
の
分
類
も
あ
る
。

 
①
言
語
を
用
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
こ
れ
を
さ
ら
に
、

 
 
日
本
語
（
自
国
語
）
を
使
う
場
合
と
、
異
国
語
（
英
語
な

 
 
ど
）
を
使
う
場
合
に
分
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
言
語
を
広

 
 
く
文
化
と
し
て
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
す
る

 
 
の
も
含
め
る
。

 
②
言
語
以
外
の
手
段
を
使
っ
た
ノ
ン
・
バ
！
バ
ル
・
コ
ミ
ュ

 
 
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 
身
振
り
手
振
り
な
ど
を
使
う
ケ
ー
ス
。

 
 
動
物
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
こ
に
入
る
。

 
あ
る
い
は
、

 
①
対
面
し
て
行
う
近
距
離
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

 
②
そ
う
で
は
な
い
電
話
、
通
信
、
活
字
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に

 
 
よ
る
遠
距
離
コ
ミ
ュ
ニ
ー
ケ
シ
ョ
ン
に
分
類
す
る
場
合
も

 
 
あ
る
。

 
さ
ら
に
、
一
方
向
（
ワ
ン
・
ウ
エ
イ
）
と
双
方
向
（
ツ
ー
・
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ウ
エ
イ
）
と
い
う
分
類
も
可
能
で
あ
る
。
 
こ
う
し
た
人
間
間

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
基
本
的
社
会
過
程
と
し
て
と
ら
え
た

古
典
的
な
定
義
は
C
・
H
・
ク
ー
リ
ー
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
入
間
関
係
が
成
立
し
、
発
展
す
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
精
神
の
す
べ
て
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
と
と
も
に
、
空
間
を
通
し
て
そ
れ
を
伝
達
し
、
ま
た

時
間
に
お
い
て
そ
れ
を
保
存
す
る
手
段
で
も
あ
る
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
人
間
の
社
会
的
な
行
為
、
行
動
、
営

み
の
す
べ
て
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
の
定
義
は
、
言
葉
に
よ
る
表
現
と
も
類
似
し
て
い
る
。

 
言
語
学
の
分
野
で
は
、
始
め
言
葉
を
一
つ
の
道
岩
間
（
も
の
）

と
し
て
と
ら
え
、
頭
の
中
に
道
具
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
使
っ
て

考
え
、
思
想
を
伝
達
す
る
と
し
た
。
こ
の
道
具
は
、
概
念
と
聴

覚
映
像
と
が
か
た
く
結
び
つ
い
て
構
成
さ
れ
た
精
神
的
な
実
体

と
説
明
さ
れ
、
「
言
語
」
ま
え
は
コ
ゴ
呈
阻
の
材
料
」
と
呼
ば
れ

た
が
、
昭
和
に
入
っ
て
、
時
枝
誠
記
が
こ
れ
を
し
り
ぞ
け
、
言

語
過
程
説
を
提
示
し
た
。
対
象
-
認
識
1
表
現
と
い
う
過
程
的

な
構
造
が
言
語
の
本
質
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
説
に
は
、

賛
否
両
論
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
「
過
程
」
と
い
う
観
念
を
導

入
し
た
こ
と
は
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
持
つ
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
と
も
共
通
す
る
視
点
で
あ
ろ
う
。

 
こ
う
し
た
幅
広
い
内
容
を
持
つ
表
現
を
単
一
の
語
で
表
す
の

は
至
難
の
技
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
外
来
語

に
任
せ
る
方
が
賢
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

4
日
本
語
に
よ
る
表
現

．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
の
意
味
す
る
概
念
を
日

本
語
で
語
ろ
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
、
観
念
的
な
抽
象
語

に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
以
外
に
適
切
な
言
葉
は
な
い
の

か
。
も
っ
と
か
み
砕
い
て
表
現
す
る
と
ど
う
な
の
か
。

 
日
本
語
で
は
、
多
く
、
名
詞
は
も
の
そ
の
も
の
を
指
し
、
行

為
や
動
作
、
過
程
に
は
動
詞
が
使
わ
れ
る
。
情
報
の
伝
達
は
、

動
詞
で
は
「
伝
え
る
」
だ
が
、
こ
れ
は
一
方
通
行
の
言
葉
で
あ

る
。
双
方
向
の
ベ
ク
ト
ル
で
考
え
る
と
、
か
か
わ
る
、
つ
な
が

る
、
結
び
付
く
、
と
い
っ
た
言
葉
が
思
い
浮
か
ぶ
。
名
詞
に
置

き
換
え
て
も
も
う
ひ
と
つ
ぴ
っ
た
り
し
な
い
。
動
詞
を
単
純
に

名
詞
化
し
た
だ
け
と
い
う
感
じ
が
あ
る
か
ら
か
。

 
鶴
見
俊
輔
・
粉
川
哲
夫
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
典
』

で
は
、
動
詞
に
よ
る
項
目
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
三
十
二
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
選
ん
で
い
る
。
中
心
に
な
る
の
は
「
あ
つ
ま
る
」

「
あ
つ
め
る
」
「
あ
や
つ
る
」
「
あ
ら
そ
う
」
「
さ
ら
け
だ
す
」
な

ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
例
え
ば
「
あ
つ
ま
る
」
は
「
あ
う
」
「
よ

ぶ
」
「
う
た
う
」
「
わ
ら
う
」
「
お
ど
る
」
な
ど
と
相
互
関
係
を

表
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
な
表
現
と
す
る
。
・
名
詞
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に
よ
る
分
類
で
は
、
挨
拶
、
家
、
市
、
歌
、
宴
会
、
贈
り
物
、

共
同
体
、
集
団
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
態
様
と
場
面

約
五
十
名
目
が
並
ぶ
。
ど
れ
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
属
性

を
言
い
当
て
て
い
る
が
、
そ
の
本
質
を
、
そ
の
観
念
を
表
す
に

は
、
具
体
的
に
過
ぎ
る
。

 
橋
元
良
明
編
著
の
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
へ
の
招
待
』

の
中
で
、
「
日
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
ふ
れ
て
、

特
徴
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
あ
げ
て
い
る
。
「
恥
」
と
「
罪
」
、

「
タ
テ
と
ヨ
コ
」
、
「
甘
え
」
、
「
遠
慮
」
と
「
察
し
」
、
日
本
独
特

の
敬
語
な
ど
を
あ
げ
、
「
言
外
の
表
現
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
内
容
を
忍
び
込
ま
せ
る
日
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

を
高
コ
ン
テ
キ
ス
ト
文
化
と
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
、
日
本

的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
探
せ
ば
、
例
え
ば
、
縁
（
え
ん
、
ま
た
は
、

え
に
し
）
と
い
う
仏
教
か
ら
き
た
言
葉
も
考
え
ら
れ
る
。

 
①
結
果
を
生
じ
る
直
接
的
な
原
因
に
対
し
て
間
接
的
な
原
因

②
そ
の
よ
う
に
な
る
め
ぐ
り
あ
わ
せ
。
③
関
係
を
作
る
き
っ
か

け
。
④
血
縁
的
、
家
族
的
な
つ
な
が
り
。
⑤
人
と
人
と
の
か
か

わ
り
あ
い
。
関
係
。
な
ど
の
意
味
を
持
つ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
を
表
し
て
い
る
。
「
縁
」
と
似
た
比
喩
で

は
、
絆
（
き
ず
な
）
、
鎖
（
く
さ
り
）
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
、
縁
は
異
な
も
の
味
な
も
の
、
と
い
っ
た

こ
と
わ
ざ
や
格
言
も
多
い
。

 
あ
る
い
は
、
や
ま
と
言
葉
で
は
、
「
間
（
ま
）
」
も
あ
る
。

 
①
物
が
並
ん
で
い
る
と
き
の
空
間
。
あ
い
だ
。
す
ぎ
ま
。
②

家
の
ひ
と
区
切
り
を
な
し
て
い
る
部
屋
。
③
畳
の
大
き
さ
を
表

す
名
称
。
④
連
続
し
て
い
る
事
と
事
の
あ
い
だ
の
時
間
。
ひ
ま
。

い
と
ま
。
⑤
話
の
中
に
適
当
に
と
る
無
言
の
時
間
。
⑥
邦
楽
・

舞
踊
・
演
劇
な
ど
で
拍
と
拍
、
動
作
と
動
作
、
せ
り
ふ
と
せ
り

ふ
な
ど
の
あ
い
だ
の
時
間
的
な
間
隔
。
転
じ
て
、
リ
ズ
ム
や
テ

ン
ポ
の
意
に
用
い
る
。
⑦
ち
ょ
う
ど
い
い
折
り
、
し
お
ど
き
、

機
会
。
、
⑧
そ
の
場
の
よ
う
す
、
、
ぐ
あ
い
。
な
ど
な
ど
。

 
幅
広
く
用
い
ら
れ
る
が
、
二
つ
以
上
の
も
の
の
中
間
的
な
時

間
空
間
を
指
す
。
「
場
（
ば
）
」
や
「
面
」
と
言
い
換
え
て
も
よ

い
。
こ
の
「
マ
」
は
、
今
（
い
ま
）
、
山
（
や
ま
）
、
浜
（
は
ま
）

な
ど
の
「
ま
」
に
通
じ
る
。
『
「
間
」
の
日
本
文
化
』
の
著
者
剣

持
武
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
『
時
間
』
と
い
う

観
念
と
『
空
間
』
と
い
う
観
念
に
分
析
し
て
も
の
を
考
え
る
の

に
た
い
し
て
、
『
問
』
の
観
念
は
、
時
間
を
も
空
間
を
も
示
し

て
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
に
二
つ
の
観
念
に
分
か
ち
が
た
い
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
独
特
の
観
念
を
構

造
と
し
て
内
包
し
て
い
る
固
有
の
言
語
を
保
持
し
て
い
る
か
を

考
え
る
に
は
、
こ
の
言
語
を
形
成
さ
せ
た
民
族
の
歴
史
と
風
土

の
問
題
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
」
と
い
う
極
め

て
日
本
的
な
言
葉
で
あ
る
。
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
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う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
概
念
の
言
葉
が
容
易
に
日
本
語
に
翻
訳
し

に
く
い
の
も
同
じ
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

 
た
だ
、
縁
や
間
、
場
、
面
な
ど
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
機
能
す
る
空
間
性
は
把
握
で
き
る
が
、
も
う
一
つ
の
移
動

性
や
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
盛
り
込
め
な
い
の
が
難
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
、
も
の
と
も
の
、
入
と
人
と
の
出
会
い
と
す
る
考
え

方
も
あ
る
だ
ろ
う
。
幽

 
辞
書
や
定
義
な
ど
に
も
散
見
さ
れ
る
、
も
う
一
つ
有
力
な
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
「
関
係
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
「
人
間
関
係
」
と

言
い
換
え
て
も
よ
い
。
加
藤
秀
俊
著
『
人
間
関
係
-
理
解
と
誤

解
』
（
中
公
新
書
）
は
そ
の
点
で
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

 
「
わ
た
し
自
身
の
専
門
の
領
域
は
、
拷
問
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
研
究
で
あ
る
。
（
略
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
レ
シ
ョ
ン
科
学
の
主

題
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
人
間
同
士
の
関
係
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

問
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
す
こ
し
で
も
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
人
間
の
生
活
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
に
ち
が
い
な

い
。
（
略
）
過
去
五
以
下
ど
の
あ
い
だ
に
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
書

い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
へ
の
覚
書
を
こ
の
本
の
下
敷

き
に
し
て
使
っ
て
み
た
。
」
（
ま
え
が
き
）

 
関
係
と
い
う
言
葉
は
、
か
か
わ
り
、
あ
る
い
は
付
き
合
い
と

言
い
換
え
が
可
能
だ
が
、
「
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
、
ひ
と
り
の

人
間
が
他
の
人
間
と
深
い
『
つ
き
あ
い
』
を
む
す
び
、
お
互
い

の
人
生
を
刺
激
し
あ
う
存
在
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ

の
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
人
間
同
士
の
あ
い
だ
で
は
た
ら
い
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
え
て
み
る
必

要
が
あ
り
そ
う
だ
」
（
第
二
章
）

 
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
仕
組
み
、
装
置
な
ど
が
あ
た
る
だ
ろ
う
。
こ

こ
で
は
、
人
間
関
係
を
付
き
合
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

二
つ
の
語
で
語
っ
て
い
る
。

 
こ
こ
か
ら
見
て
も
、
「
人
間
関
係
」
と
い
う
語
は
ほ
と
ん
ど

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
重
ね
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
人

間
関
係
、
社
会
関
係
は
、
M
・
ブ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
我
・

汝
」
関
係
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
、
「
自
立
的
存
在
で
あ
る
他
者

と
の
相
互
的
関
係
性
」
（
伊
藤
守
）
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。

我
と
汝
の
「
対
話
的
な
関
係
性
」
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的

な
次
元
で
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

岩
波
講
座
「
現
代
社
会
学
」
の
三
巻
で
「
他
者
・
関
係
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
題
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
に
も
共
通
す

る
視
点
だ
ろ
う
。
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
は
、
お
そ

ら
く
「
関
係
」
を
軸
に
展
開
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ

ば
、
こ
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
言
葉
も
「
関
係
」
を
中
心
に
日
本

語
へ
置
き
換
え
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
よ
い
。

5
 
今
後
の
課
題
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
日
本
語
表
現

 
こ
う
し
て
、
見
て
行
く
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ほ
と

ん
ど
人
間
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
包
括
す
る
営
み
で
あ
る
。

「
二
人
以
上
の
人
間
の
あ
い
だ
で
の
言
葉
や
身
振
り
に
よ
る
意

志
や
思
想
や
感
情
の
交
換
、
交
流
一
す
な
わ
ち
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ー
と
い
う
人
間
の
活
動
は
、
二
五
〇
万
年
か
三
〇
〇
万

年
前
と
推
定
さ
れ
る
人
類
の
誕
生
の
と
き
に
、
す
で
に
は
じ
ま
っ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
今
や
二
一
世
紀
が
迫
っ
て
き
た

二
〇
世
紀
末
に
至
る
ま
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
途
絶
え

る
こ
と
な
く
つ
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
近
代
や
現
代
の
所
産

で
は
け
っ
し
て
な
い
。
」
（
稲
葉
三
千
男
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
総
合
理
論
』
）
」

 
し
か
し
、
実
際
に
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関
心

が
始
ま
っ
た
の
は
二
〇
世
紀
の
初
頭
か
ら
と
い
う
の
も
事
実
で

あ
る
。
な
ぜ
な
の
か
。
こ
の
研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
学
問
分

野
で
見
る
と
、
こ
こ
で
も
多
く
の
学
問
が
か
か
わ
っ
て
い
る
こ

と
に
気
付
く
。
例
え
ば
、
物
質
の
移
動
と
い
う
側
面
か
ら
交
通

経
済
学
が
取
り
組
み
、
そ
の
現
象
と
し
て
社
会
学
の
範
躊
に
も

含
ま
れ
る
。
数
量
化
さ
れ
る
場
合
は
、
数
学
が
モ
デ
ル
を
提
供

す
る
。
人
間
そ
の
も
の
、
人
間
と
人
間
の
間
を
考
え
る
の
は
、

古
く
か
ら
哲
学
や
論
理
学
、
あ
る
い
は
心
理
学
、
教
育
学
が
受

け
持
っ
て
来
た
。
人
間
だ
け
で
な
く
、
生
物
の
個
体
間
の
相
互

交
流
に
つ
い
て
は
、
動
物
学
や
生
態
学
、
文
化
人
類
学
な
ど
が

ミ
ツ
バ
チ
、
サ
ル
、
ア
リ
、
イ
ル
カ
、
コ
ウ
モ
リ
な
ど
を
使
っ

て
研
究
し
て
い
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
最
も
主
要
な
武
器
で
あ
る
言
葉
に
つ
い
て
は
、

言
語
学
、
音
声
学
、
記
号
論
、
修
辞
学
な
ど
を
網
羅
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
学
問
で
も
か
か
わ
り
も
持
た
な
い
も
の
は
な
い
と
い
っ

て
も
い
い
ほ
ど
、
多
領
域
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

 
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
問
の
枠
組
み
、
つ
ま
り
存

在
論
的
な
分
類
を
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
組
み
替
え
る
視
点
で
の
新
し
い
発
想
の
学
問
領
域
と

考
え
て
も
い
い
か
も
知
れ
な
い
。
学
際
的
な
と
い
う
よ
り
、
新

し
い
学
問
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
」

が
登
場
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

 
比
喩
的
に
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
学
問
の
分
類
は
、
垂
直
軸

で
進
め
ら
れ
て
来
た
。
大
き
な
枠
組
み
か
ら
、
細
分
化
し
、
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
形
式
で
裾
野
を
広
げ
て
き
た
。
研
究
の
範
囲
を
限
定

し
、
そ
の
中
で
深
化
さ
せ
て
き
た
。
七
か
し
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
は
、
垂
直
か
ら
水
平
に
軸
を
代
え
て
、
学
問
相
互
の

関
係
か
ら
見
直
し
を
図
る
学
問
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

 
従
来
の
学
問
領
域
に
こ
だ
わ
ら
な
い
新
た
な
枠
組
み
を
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
表
現
が
う
な
が
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

一 10 一



 
以
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
る
表

現
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
日
本
語
表
現
の
立
場
か
ら
考
察
し
た
。

カ
タ
カ
ナ
言
葉
の
氾
濫
は
国
際
化
の
時
代
に
止
む
を
え
な
い
と
層

し
て
も
、
そ
れ
を
自
明
の
こ
と
と
せ
ず
、
日
本
語
の
側
か
ら
も

正
確
な
概
念
把
握
を
極
め
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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